
        
 
                                 
 
 

 

 

 前月号で「積極的に人と関わる」ための挨拶を大切にしていることをお伝えしました。積極的に人と

関わることが目的なので、特に「挨拶は、伝えてなんぼ！」を大切にしています。小さな声で、下を向

いて挨拶する子がいますが、それでは人に伝わっているか分かりません。相手が聞こえにくさをもっ

ている場合だってあります。伝わっていないようであれば、その人の前にまわって声をかけることや

肩を「トントン」として知らせることが必要な場合もあります。なので「人の目を見て挨拶しましょう」

とか「○○さん、おはよう！と名前を呼んで挨拶しましょう」と指導する場合がありますが、積極的に

人と関わるためにはこれらも大切なこととなります。 

角山小学校では、1年生から６年生まで右のように先生た

ちが指導しています。指導の都合上「レベル」と示していま

すが、場に応じて使い分けることになるでしょう。 

５年池本悠斗さん、１年土井清士郎さんは、毎朝出会うと

「校長先生、おはようございます」と声をかけてくれていま

す。距離が近いので声の大きさも適切にして…。 

朝の挨拶は、登校班と出会う際に行う場合が多いのです

が、やはり高学年の子が手本となっている場合が多いです。

高学年の人に頑張ってほしいところです。 

また子どもたちには、近所に住む方々や学校を訪れた方にも挨拶をして「つながって」ほしいと伝え

ています。より多くの人とつながって、角山がより大切な故郷になることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月には、それぞれの氏神様で秋祭りが行

われていました。この時期の祭りは主に農作物

等の収穫に感謝する祭りですね。角山小学校

では、低学年とひまわり学級の子でサツマイモ

を収穫しました。苗植えの際にもお世話になっ 

た木本洋之さんに掘り方を教わりながら、丁寧に掘りました。どの 

子もいい表情をしています。２年生は生活科で育ち具合を記録したり草を抜いたりしたので、思い入

れもあったことでしょう。 

 掘り出した芋はどれも食べ応えのありそうな大きさで、中には顔程のとても大きな芋もありました。

品種が鳴門金時とのことなので、少し寝かせた方が甘くなるのでしょうか。楽しみですね。  
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 陸上運動(陸上競技)を含め、スポーツの難しさは、

練習の成果がすぐに結果に現われるとは限らないと

いうことにあります。楽器演奏や絵画、書写の練習も

同様で、子どもにとっては上達したいと思っていても

練習に見通しがもちにくく、苦労する面が往々にして

あります。面白いと思えなくても、先生に教わったこ

とや自分の信じた方法を繰り返し、こつが掴めるまで

練習するしかないのが一般的です。比較的わかりや

すく結果につながりやすい陸上運動で、努力すればき

っと結果につながるということを経験し、同様に苦労

する場面でも乗り切る強さを身につけてほしいと考

えています。 

 ５・６年生で行った校内陸上記録会。体育科の時間

に行った練習は人によっては少なかったかもしれま

せんが、どの児童も真剣な表情で臨み、下級生の手本

となる取り組みようでした。 

  

  

  

  

 

 

 

 

 初夏に全校で植えた稲が大きく実りました。連合町

内会長の西方さん、一所懸命農園の岩本さんに教え

ていただきながら、１株ずつ鋸鎌（ノコギリガマ）で刈

り、藁（ワラ）で束ねます。その後の乾燥、脱穀、もみす

り、精米は岩本さんにお願いします。ボランティア交

流会でおにぎりにして食べるのが楽しみです。 

 何株か刈ると、１株を刈るのには慣れてきます。で

も、田んぼ１反を刈ろうと思うと、どうでしょう。数え

きれない株…気の遠くなる作業です。昔なら、１人で 

無理なら家族みんなで、それでも難

しければ、ご近所で協力して、村で協

力して…と、皆で皆の分をやり遂げ

ていました。１人では気が滅入りそう

でも誰かが一緒なら元気がでます。

ただし、人とつながり、協力する術が 

必要です。社会科で農業生産者の思いや工夫を知る学習につなげるだけでなく、弥生時代の農耕の

始まりの様子を想像するだけでなく、これからを生きる子どもたちに感じてほしい事柄や、考えてほ

しい事柄が詰まっていると考えると、とても有意義な体験です。 

毎月第３日曜日は「家庭の日」です。 
家族そろって夕食をとりましょう。 
（県青少年育成県民会議） 


